















































本章により，日本初記録種 3 種および未記載種 1 種を確認して分類形質を整理し，以下のよう
に標準和名を提唱した。 
フクロクジュクラゲ（新称）Alatina moseri： 本種はオーストラリアやハワイに多産するフクロクジ
ュクラゲ属の種である。その特徴は 1） 縦長の傘，2） 三日月状の胃糸束，3） T字状の感覚器凹，
4） 多種と比べ大型の下部レンズ眼，5） 1 本の触手を備えた翼状の葉状体，6) 8 分円につき 3
本の擬縁膜管を備えることである。 
コモレビクラゲ（新称）Carybdea morandinii： 本種はドイツのHagenbecks Tierparkで維持されて
いた水槽内の死サンゴ上から発見されているアンドンクラゲ属の小型種である。その特徴は1） 








リュウセイクラゲ（新称）Chirodropida gen. et sp. nov.： 本種はネッタイアンドンクラゲ目の未記
載種で，現在知られているネッタイアンドンクラゲ目にみられない特徴を示した。すなわち，1) ふ
た瘤状の胃嚢，2） 馬蹄形の胃糸束，3) 感覚器上方の覆いにある三角形のフラップ，4) 1 本の触
手を備えた櫂状の葉状体である。1)と 2)は本種特有であり，3)はネッタイアンドンクラゲ目の
Chiropsella 属にも共通して見られ，4)はネッタイアンドンクラゲ目ではなくアンドンクラゲ目の特徴
であった。 
リュウセイクラゲの形態的特徴は現行の分類には当てはまらないことから，新科新属を設立し，
学名を提唱した。また，リュウセイクラゲはネッタイアンドンクラゲ目を規定する形質である多数の
触手を備えた枝分かれする葉状体ではなく，1 本の触手を備えた枝分かれしていない葉状体を持
っていた。このことから，ネッタイアンドンクラゲ目を規定する形質を“ドーム状の感覚器凹”と修正
するのが妥当である。また，コモレビクラゲはフクロクジュクラゲ科を規定する形質であるT字状の
感覚器凹を備え，DNA 分析による結果もフクロクジュクラゲ科に近縁であったことから，本種の所
属をアンドンクラゲ科からフクロクジュクラゲ科に移すのが望ましいと考えられる。 
本章により作成された成体クラゲの検索表は，これまで使われていた旧検索表に比べ，明確に
種同定できるものである。新検索表の検索キーは感覚器凹，胃糸および胃糸束の形状，葉状体
および触手数である。特に感覚器凹や胃糸束の形状はグループによってはっきり異なるため，種
同定に有効なキーである。このように新検索表は日本産立方クラゲ類の全種を網羅するものであ
り，世界中に生息する立方クラゲ類の検索に応用できるものである。 
 
第2章 立方クラゲ類の生活史 
 
本研究では，まだ明らかにされていない立方クラゲ類の生活史解明を目的とし，ポリプと稚クラ
ゲ，成体クラゲの関係を解明した。また，ポリプと稚クラゲの形態観察を行い，ポリプの生態を明
らかにした。 
本章によりヒメアンドンクラゲとヒクラゲの全生活史が解明された。また，ポリプおよび稚クラゲ
における種検索表を作成した。 
ヒメアンドンクラゲ： 成体クラゲは性的二形を示し，生殖巣の形状と擬縁膜斑点の有無で雌雄
の判別ができた。メスとオスは交尾行動を行い，メスは糸状のゼリーを放出した。ゼリー内には受
精卵と刺胞が多数みられた。受精卵は卵塊内でプラヌラへ発達した。プラヌラは体の赤道面に眼
点を持っていた。ポリプは定着ポリプと移動ポリプを持っており，20℃を下回るような低水温下で
はシストを形成し，28℃で脱シストした。ポリプの無性芽は他の立方クラゲ類にみられる匍匐ポリ
プではなく，定着ポリプであった。ポリプからクラゲへの変態方式は完全変態であった。 
ヒクラゲ： 成体クラゲは体外受精を行った。受精卵は着定後，胚シストを形成した。胚はシスト
内にてプラヌラへ変態した。プラヌラは立方クラゲ特有の眼点を欠いた。ポリプはチューリップ状で
長い柄を備えていた。ポリプの無性芽は遊泳ポリプであった。クラゲへの変態方式は立方クラゲ
が行う完全変態ではなく，鉢クラゲにみられるストロビレーションであった。 
ヒメアンドンクラゲの生活史は水温や水質に柔軟に対応し，ヒクラゲの生活史は堆積物の多い
環境に適応していると考えられる。また，飼育下における両種のポリプからクラゲへの変態水温
や野外における稚クラゲの出現時期と一致した。以上のように，生活史を観察することで，ポリプ
の増殖時期やクラゲへの変態時期を予測できると考えられる。また，ポリプとクラゲの関係を解明
し，ポリプと稚クラゲの種検索表を作成した。本検索表を用いることで，未成熟期であっても，種同
定が可能になった。 
 
総合考察 
 
本研究により，日本産立方クラゲ類の分類が整理され，新たに作成された種の検索表を用いる
ことでポリプ，稚クラゲ，成体クラゲなどどの段階であっても種同定が可能になった。 
第 2 章により明らかにしたヒクラゲの生活史は立方クラゲと鉢クラゲの特徴を合わせたような生
活史であり，両綱が共通祖先から分化したことを裏付ける新しい証拠であると考えられる。立方ク
ラゲ綱と鉢クラゲ綱の共通祖先は，鉢クラゲ綱の根口クラゲのようにモノディスクタイプのストロビ
レーションを行うクラゲであったと考えられる。共通祖先から分化した立方クラゲ綱では，ヒクラゲ
など一部の種を除き，ポリプは完全変態を行うようになったと考えられる。鉢クラゲ綱では，ポリデ
ィスクタイプのストロビレーションを行う冠クラゲ目や旗口クラゲ目が出現したと考えられる。 
また，生活史の観察により明らかにしたポリプやポリプからクラゲへの変態様式，稚クラゲの形
態は DNA 分析による系統樹の結果を支持し，分類に関する新しい見解を示唆した。生活史はミ
ツデリッポウクラゲ科（ミツデリッポウクラゲとヒメアンドンクラゲ）とイルカンジクラゲ科（ヒクラゲと
Malo 属）ではそれぞれの科で酷似しており，稚クラゲの形態はイルカンジクラゲ科とフクロクジュ
クラゲ科（フクロクジュクラゲ）で酷似しており科の近縁性を支持した。一方で，アンドンクラゲ科（ア
ンドンクラゲとワタツミクラゲ）とフクロクジュクラゲ科（フクロクジュクラゲとコモレビクラゲ）ではそ
れぞれの科で稚クラゲの形態が異なっており，分類学的問題点を示すものであると考えられる。 
 以上のように，生活史の観察によりポリプと稚クラゲ，成体クラゲの関係を解明することは分類
および系統，生態研究における基盤となる。本研究は，世界中に生息する立方クラゲ類あるいは
他のクラゲ類に応用できると考えられる。 
